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緒 言

視床 外側核 群は背外側核 と後外側核か らな り,前

者は下等 哺乳類で発育,分 化が良いが,高 等動物で

は多少 とも退化的 とな る.こ れに反 して後者は下等

哺乳類で分化が非 常 に悪いが,高 等動物,こ とに霊

長類では著 し く発育が良 くな る.以 前 は背外側核は

皮質 結合を有せず,後 外側核が皮質 と結合す ると言

われたが(ClarkとBoggon3), Ransonら22)),そ の後,

背外側核 も皮質結合 を有 する ことが明 らかになつた.

ネコで はwallerとBarris35)は 逆 行性 変性を 用い

て研究 し,外 側核 は中Sylvius上 回の前部に投 射す

ると言つて いる. Akimotoら1)は 背外側核は 頭頂後

頭野 および その内側野 と,後 外側核 は前頭野 および

内側表面 と結合す ると言 つている.

一方Lockeら12)は 人体材料 の検索 か ら背外側核が

主 と して帯回 に投射 する ことを暗示 し,彼 ら13)はさ

らにネ コおよびサルで実験 的に背外側核 は後帯回 に

投射 する ことを証 明 した.

従来大部分 の研究者 は視床核 の皮質投射 の研究 に

逆行性変性法 を用 い,二 次変性法 を用 いた人 は少な

い(CrouchとThompson5)). Marchi法 のよ うな二

次変性法 では皮質 内へ変性線維を追求する ことが困

難 であつたが,最 近Nauta法 が 開発 され,こ れに

よつて皮質 に終わ る線維 の確認が容易にな り,一 方

脳 内破壊方法の進歩 とともに この方法 を用 いたもの

が現 われた(NautaとWhitlock15)).

著 者は この論文 においてネ コの視床 外側核群 の皮

質投 射をNauta-Gygax14)の 変性軸索鍍銀 法 を 用 い

て詳 し く追 求 した.

材 料 と 方 法

この研究 には54匹 の成 熟 したネ コを用 いたが,こ

れ らの うち傷が背外側核 または後外側核に比較的限

局 した7例 を 記 載 し た. Nembutal麻 酔 の も とに

Horsley-Clarke装 置の助 けをか りて 電極を一部 は左

側の大脳半 球を通 じて垂直 に挿 入 し,同 側の背外側

核(Cats 15, 5)ま た は後 外 側 核(Cat 45)を 電 気

的に破壊 したが,一 部は電極を右側の大 脳半球 に斜

めに腹 内側方に挿入 し,反 対側(左 側)の 背外側核

(Cat 37)ま たは後外側核(Cats 54, 42, 49)を 破

壊 した.こ れ らの動物は手術後7日 生存のの ち過量

のNembutalに よつて麻酔 し,ま ず生理的食塩水で

灌流 し,つ いで10%中 性 フォル マ リン液で灌流 して

殺 し,つ いで頭蓋腔か ら脳を摘 出し, 10%中 性 フォ

ル マ リン液で固定 した. 1週 間固定 の 後,厚 さ1.5

cmの 横 断粗大 ブ ロックに切 断 し, 10%中 性 フォル

マ リン液 で再 固定 した.さ らに1か 月固定の後,厚

さ40μ の横断の 氷結連続 切 片 を つ くり, Nauta-

Gygax14)の 変性 軸索鍍銀法で染色 した.各 例 の傷の

位 置 と広 が りにつ いて は第1～6図 および第8図 に

示 した.

皮質投射 の検索 にはまず万能投影器で5倍 に拡大

した各切片 の像 をケ ン ト紙 にと り,そ の上 に皮質 に

おける変性線維を写生 し,終 末 の存在す る部位 はそ

の密度 によつて3段 階に分かち,そ れ をもとに して

グ ラフ式 象形複製 図および一部 はボール紙象形複製

模型 を作成 した.

所 見

第1例 (Cat 15)

この例 の傷は左側の背外側 核の前 部に限 局 し,断

面 ではその外側部を 占めてい る.視 床の他の核への

波 及はほ とん どないが,脳 弓の一部が傷害 されてい

る.

大脳半球の切片を前 方か ら後方に追求す ると,脳

梁膝の前端部の高 さでは帯回の背側部の皮質 に少量

の変性線維が見 られ,ま た膨大 上回の背側部か ら外

側回の内側部に至 る皮質 に変性線維が散在す る.中

Sylvius上 回の皮質 にはやや 多 くの変性 線 維が見 ら

れ る.視 床前端 の高 さで は帯回皮質 に変性線維が増

し,ま た外側回皮質 に も変性 線維 が 増 加 す る.中
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Sylvius上 回の皮質 では多量の変性 線維 が 見 られ,

この回の外 側部ではやや少な くな り,中Sylvius外

回背側端部の皮質 に多少広が る.外 側膝状体 の前端

部の高 さでは変性線維は ほとん ど帯回および中Syl

vius上 回の皮質 のみに限局す る.一 部 は 後 者 か ら

散在性 に中Sylvius外 回 の背側端部 に散在性 に広が

る.外 側膝 状体よ り後方の高 さでは帯回の皮質の変

性線維 はかな り多数見 られ るが,中Sylvius上 回で

はやや少な くなる.な お帯 回皮質 における変 性線維

は膨大溝 を経 て膨大 回に広 がる ことはない.さ らに

後方 に切片 を追 うと,帯 回における変性域 は多少線

維の数を減 じつつ腹側方 に移動 する.ま た外側面で

は後Sylvius上 回 の皮質 から腹側方 に変性線維が散

在性 に広が り,つ いで後上方 に向かつて後外側回 の

下部に延び る.

図1.　 Cat 15.上 段の図は皮質変性 の広が りを示 す.黒 は強い変性,斜 線は 中等度,点 刻は

軽い変性 を表わす,下 段 の図は横断面におけ る傷の広が りを示 し,そ の右端 の図は背

外側 核におけ る傷の外側方への投影図であ る.

なお皮質 における変性線維 の分布 は部位 によつて

多少 の変化が あるが,通 常第3層 および第4層 に終

わつてい る.

この例にお ける皮質変性域 は外側面で は主 として

中Sylvius上 回に見 られ,弱 い変性域 は後方に広が

つて,後Sylvius上 回か らさらに一部 は後外側回の

下部 にまで及び,内 側面 に続 く.な お弱い変性域 は

中Sylvius上 回か ら腹外側方 に広 がつ て,中Sylvius

外回 の上端部 に及んでい る.ま た外側回 中央部 にお

ける電極挿入部の付近の皮質 には少量 の変性 線維 の

分布が見 られ るが,こ れ は電極 によるもの と思われ

る.内 側面 にお ける強い変性域 は後辺縁野 に認 めら

れ るが,前 方は前辺縁野の後端部に広が り,ま た弱

い変性域は後辺縁野の膨大後野および海馬支脚後野

(postsubicular area)か ら後方 に延 び,海 馬紡錘回

の上部を経て外側面 における弱い変性 域 と続 く.

第2例 (Cat 5)

この例で は傷 は左側 の背外側 核の後部にあ り,断

面で はほぼ背外側核 の中央部 に腹背 に細長 く延び る.

傷 の前端部で はやや外側方 に偏 るが,後 端 部では多

少 内側 よ りに偏 る.傷 の腹側端 はわずか背外側核の

範 囲を超 えてい るが,後 外側核 にはほ とん ど達 して

いない.な お脳 弓の一部 が損傷 されている.

大脳半球 の切片 を前方 よ り後方 に追求 する と,透

明中隔中央部 の高 さで は変性線維 は内側面皮質 にお

いて は認 め られ ないが,外 側面 では前Sylvius上 回

後上端部の皮質 にやや軽い変性 が見 られ る.前 交連

の高 さで は帯回の皮質 にわず かの変性線維 が認め ら

れ るようにな る.視 床前端部の高 さで は帯回で はや
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はり少量の変性線維 が認 め られ,ま た中Sylvius上

回皮質 にはかな り多 くの変性線維 の分布 が見 られる.

この高 さで は外側 回の外側部皮 質に電極挿入による

傷が見 られ,そ の周囲の皮質 には少量 の変性線維が

認 められ る.さ らに後方で背外側核 にお ける傷の ほ

ぼ中央部 の高 さで は,帯 回皮質 にお ける変性線維は

前 の切片 と大 差ないが,中Sylvius上 回の皮質では

さ らに多 くな り,著 明 となる.外 側回皮質では変性

線維 はかな り少な くな る.中Sylvius外 回で は変性

は認め られない.外 側膝状体の後部の高 さで は帯回

および中Sylvius上 回および外 側回におけ る皮質変

性 は前 の切片 と大 差ないが,こ の高 さで は中Sylvius

外回の背側 端部の皮質 に少量の変性線維が認め られ

るよ うにな る.上 丘前部を通 る断面で は外側面皮質

では中Sylvius外 回の背側 端におけ る変性がやや腹

側方 に広 が る以外は前の切片 と大差がないが,内 側

面 では帯回皮質の変性が さらに著明にな り,特 にそ

の背側 部に変性線維が多い.上 丘の中央部を通 る断

面では帯回皮質にお ける強い変性が腹側方に広が り,

海馬支 脚後野よ りやや下方に延びてい る.外 側回皮

質 では変性線維 はほとん どない,中Sylvius上 回に

お ける変性 は前 の切片 と同様にか な り著 明 で,後

Sylviue外 回皮質にお ける軽い変性は前の 切片 よ り

かな り腹側方 に延 びる.上 丘 の後端 部を通 る断面で

は外側面皮質で は大 きな変化 はないが,内 側面 にお

ける変性線維 は海馬紡錘回皮質 に限局 し,し かも変

性線維 はかな り少な くな る.後Sylvius上 回 中央部

の高 さで は後Sylvius上 回の背側部皮質で は変性線

維 は少な くな り,腹 側部皮質で はかな り多いが,さ

らに腹側 に行 くにしたがつて再 び少な くな る.内 側

面皮質 にお ける変性域 は前 の切片 よ りもさらに狭 く

な る.大 脳半球 の後端部 に近 づ くに したがつ て,変

性線維 は外側面,内 側面 ともその腹側部 の皮質 に限

局す るよ うにな る.

図2.　 Cat 5.説 明 は 図1と 同 じ.

この例 における最 も著 明な皮質変性域 は外側面 で

は中Sylvius上 回 の中央部 および後部 な ら び に 後

Sylvius上 回 の前部 にあ る.中 等 度 の変 性 域 は 中

Sylvius上 回 の前部 にあ り,ま た後Sylvius上 回 に

お ける強い変性域 の後方 および下方 に続 いてあ る.

これ はさ らに後方 に延 びて,後 外側 回の下部 を通 つ

て 内側面 における中等度 の変性域 に続 く.な お外側

回 における電極針 の挿入部位 の周 囲には軽 い変性 域

が あ り,こ れは前 の例 よ りも多少 よ り後方 に延 びて

い る.こ の変性 は電極の通過 によるもの と考え られ

る.な お中Sylvius上 回の強い変性域の部 分か ら軽

い変性域が腹外側方 に広が り,後Sylvius外 回の背
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側部 に及 んでお り,こ れは多少前方 に延 びて中Syl

vius外 回 の後部 の背側 端部に広 がつ て い る.大 脳

半球 の内側面 にお ける強い変性域は帯回の後端部(

膨大後野)か ら海 馬支 脚後野を通つて さらに下方 に

延 びている.な お中等度の変性域は強い変性域か ら

帯回 を前方 に延 び,帯 野の前部に及 んでい る.ま た

後方 は海馬支脚 後野か ら後方,つ いで後上方に延 び

てい る.

図3.　 Cat 37.説 明 は 図1と 同 じ.

第3例 (Cat 37)

この例 における傷 は非 常に大 き く,左 側 の背外側

核の大部分 を傷害 している.背 外側 核の前端 部では

傷は その核 の腹外 側部に見 られ,一 部腹側方 に延 び

て外側中心核 の背側 部を傷害 している.後 方 に行 く

に したがつ て傷 は増大 す るが,ほ とん ど背外側核 の

内部 に限局 し,特 にその腹側 お よび腹 外側 部を占め

る.後 方 に傷 はさ らに増大 し,背 外側 核のほ とん ど

全部 に広が るよ うになるが,外 側端 部は残 されてい

る.つ いで傷 は背外側核 のほか,後 外側核 の背側端

部に も広が り,外 側 中心核 の背側端部 をわず か侵 し

て いる.し か し後方に背外側核 にお ける傷 はやや縮

小 し,そ の背外側部お よび外側端部 は傷つ いていな

い.さ らに後方で は傷 はしだい に縮小 し,背 外側核

の腹側 部および 中央部を傷害 しているのみで ある,

背外側核の消失 とともに,傷 は膝上核の背 内側端部,

内側枕核の外側部および外側枕核の腹 内側部 に認 め

られ るが,ま もな く消失す る.

大脳半球の切片を前 方か ら後方に観察す ると,十

字 溝前部の高 さではそのす ぐ腹側の皮質部,す なわ

ち前頭葉内側面 皮質の背側端部に軽い変性が見 られ,

後方は脳 梁の前 端部の高 さまで追求 しうる.お そ ら

く背内側核の一 部が傷害 されたための影響 と思われ

る.脳 梁の前端 の高 さでは十 字溝 と膨大溝の間の皮

質 に少数の変性 線維が見 られ る.ま た外側面では前

Sylvius上 回の後端部皮質にやや軽い 変性 が 見 られ

る.脳 梁の前端 部の高 さでは帯回皮質にやや軽度の

変性が見 られるが,こ れは後方に しだい に著明 とな

る.こ の切片では前 および中Sylvius上 回の境界部

の皮質に著明な変 性が見 られ る.前 交連の高 さで は

変性線維の強い分 布は帯回 と中Sylvius上 回の皮質

のみに限局す るが,少 数の変性線維 は中Sylvius上

溝 を取 り囲む皮質を経て中Sylvius外 回背側端部の

皮質 に散在性に広 が る.後 方 に このよ うな変性像が

しば ら く続 くが,中Sylvius上 回後端 部の高 さでは

内側面皮質 における強 い変性域 は腹 側方に強 く延び,

ほ とん ど底面 と外側面 の境界 に近づ く.外 側面で は

中Sylvius上 回 の変性 は著 明で,ま たその腹側に接
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する後Sylvius外 回皮質部 の変性 もや や著明である.

さらに後方で は強 い変性域 は後Sylvius上 回 か ら強

く腹側方に延び,外 側面 と底面 との境 界部近 くまで

延び る.大 脳半球 の後端部 に近 づ くに したがつて変

性線維の分布 は皮質 の腹側 部に限局す るよ うにな り,

内側面で は膨大溝 よ り腹側 の皮質 領域に,外 側面で

は後外側回 の下部 の皮質 に認め られ るのみ とな る.

大脳半球表面 におけ る皮 質変性の分布を全体 とし

て観察 する と,外 側面 では強い変性域 は前お よび中

Sylvius上 回の境 界部か ら中Sylvius上 回 に 及び,

さらに この変性域 はほ とん ど直 角にまがつて後Syl

vius上 回 の中央部 および前部 を下 り,外 側 面 と底

面 との境界 部に近づ き,さ らにこの変性域 は後背側

方 に延 びて後外側回の下部 に及び,そ の後縁か ら内

側面 の変性域 に続 く.中 等度 の変性域 は 前Sylvius

上回 の後端部お よび 中お よび後Sylvius外 回の背側

端部に認め られ,特 に後Sylvius外 回の後背側角部

ではやや広 がつてい る.こ れ らの 中等度 の変性域は

中Sylvius上 溝を経て中Sylvius上 回 に続 き,さ ら

にその強い変性域 に移行す る.内 側面皮質 にお ける

強い変性 域 は前辺縁野の後端部,後 辺縁部 および海

馬支脚後野 に延 び,こ れ よりさ らに腹側方 に続 き,

内側面 と底面 の境界 に近づ き,つ いで後背側方 に延

びて大脳半球 の後縁 で外側面 の強い変性域 と続 く.

第4例 (Cat 45)

この例で傷 は左側 の後外側核 の前端部 ない し前部

にあ り,断 面で は後外側核 の外側部 を傷害 して いる.

傷の前部 は後外側核 の外側部 か ら外方 に広が り,網

様層を一部傷つ けてい るが,傷 の後部 はほぼ後外側

核に限局す る.

大脳半球の断面を前方 から後方 に追 うと,脳 梁膝

の直前の高 さで は十字溝 に接 した 内側面皮質の背側

端部 に散在性 の変性線維が見 られる.そ れ よ りやや

後方の高 さで は帯回の背側部お よび膨大回の皮質に

散在性 の変性線維が 出現す る.ま たこの高 さで は外

側回の外側部 な らびに前Sylvius上 回の背 内側部皮

質にやや多量の変性線維が現われ る.尾 状核の後部

の高 さでは帯回,こ とにその背側部皮質 に変性線維

が非常 に増 し,ま た それ に接 した膨大回 の腹側部皮

質に も多 くの変性が見 られ るようにな るが,背 側部

皮質 で は変性線維が少ない.外 側回で は変性線維 は

その外側部皮質 に多 く,ま た前Sylvius上 回の背側

部皮質 にも多量 の変性線維 が見 られ る.な お前Syl

vius外 回 の背側端 部および前Sylvius回 の 皮 質 に

も散在性 の変 性線維が見 られ る.視 床 の前 部の高 さ

で は帯回の背側部 およびそれ に接 した膨大 回の腹 側

部の皮質 には多量 の変性線維 が見 られ,こ れ らの変

性域 は膨大溝を取 り囲 む皮質 を経て続 く.外 側面 皮

質で は原則的 に前 の切片 と同様 である.視 床 の中央

部 の高 さで は帯回 の背側部皮質 に多 くの変性 線維 が

見 られ,膨 大回で はその腹側端部以外 では変 性線維

が少な く,特にその背側端部 では認 められ ない.外側

面で は中Sylvius上 回お よびそれ に接 した外側回外

側端部の皮質 には変性線維 は非常 に多 いが,外 側回

皮質 の内側部で は少な く,内 側端部で は欠如 する.

またこの高 さで も中Sylvius外 回の背側端部 の皮質

には散在性 の変性線維 が見 られ る.な お 前Sylvius

回 には変性線維が少数認 められ るが,後 方 にまもな

く消失す る.視 床 の後端部の高 さで は帯回皮質 にお

いて も変性線維 はやや少な くな り,膨 大回で はその

腹側部皮質 にご く散在性 に見 られ るのみとな る.外

側面皮質で は前述の高 さと大差 はないが,中Sylvius

外回 の背側端の皮質 に線維がやや多 くな る.上 丘 の

前端部を通 る断面で は内側面 では帯 回 皮 質 の みに

やや多い変性線維が見 られ,外 側面で は外側回の外

側端部 および中Sylvius上 回の皮質で は変性線維が

やや減少す る.下 丘を通 る断面 では帯 回か らその後

下方 に続 く皮質部,す なわ ち膨大後野 および海馬支

脚後野 からさらに腹側方 に散在性 の変性線維が見 ら

れ る.外 側面で は後Sylvius上 回皮質 に散在性 の変

性線維が認 められ,外 側回皮質で はほとん ど変性 は

見 られな い.大 脳半球 の後端部 に近づ くに したがつ

て変性線維 は内側面皮質 の腹側部 のみに限局す るよ

うにな り,外 側面で は後Sylvius上 回 の皮質 に散在

性 に変性線維が見 られ,そ の下端部 の皮質 にはやや

多 い変性線維が見 られ る.大 脳半球後端部で はその

内側面,外 側面 ともその腹側部皮質 に散在性 の変性

線維が見 られ るのみで ある.

大脳半球表面 における皮質変性 の分布を全体 と し

て観察す ると,外 側面で最 も変性の強 い皮質領域 は

前Sylvius上 回の後上部か ら中Sylvius上 回 の前部

お よび中央部 に至 る領域,な らびに外側回 の前部 の

外側端部 に見 られ る.中 等度 の変性域 はこれ らの強

かい変性域 の前方 に小範 囲に見 られ るほか,後 方 に

な り広 く認 め られ,特 に中Sylvius上 回の後部な ら

びにそれ に接 した外側回 の外側端部 の皮質 に見 られ,

また外側回 における強 い変性域 の内側 に接 してやや

狭 い範囲 に これを取 り巻 く中等度 の変性域 が認 め ら

れ る.弱 い変性 域は後Sylvius上 回 の後背側部 を除

く大部分,中Sylvius外 回 の背側端部,な らびに後

外側回の腹側部 に見 られ る.な お中Sylvius外 回 の
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背側端部で 中Sylvius上 回に接 した狭 い部 分 および

後Sylvius上 回 の腹側端部 では中等 度 の 変 性 域 が

見 られ る.ま た前Sylvius回 には 散 在 性 に変 性 線

維が見 られ る.内 側面 における最 も強 い変 性 域 は

帯回 の前端部 の背側の部分およびそ の 背 側 に 接 し

た 膨 大 回 の 部 分 に見 られ,中 等度 の変性域 は帯回

にお ける強 い変性域 の後方 に続 く部分 および膨大回

にお ける強 い変性域 の背側 にある部分 に見 られる.

内側面 にお ける これ らの強いない し中等度 の変性域

が この例で広 いのは傷が後外側核 を超 えて外側方 に

広 が り,外 髄板 および一 部内包 を傷害 して いるため

でないか と考 えられ る.弱 い変性域 は膨大回 におけ

る中等度の変性域 の背側 にあ り,こ れ は外側回 の前

端 部の変性域 に続 く.ま た帯回 における中等度 の変

性 域の後下方の皮質 にも広 く見 られ,こ れ はさらに

後背側方に延 びて大脳半球 の後端部で外側面 におけ

る弱い変性域 に続 く.な お外側回 における変性域 は

分 野19に 一致 して いることは注 目され る.

図4.　 Cat 45.説 明 はほぼ図1と 同様であ るが,下 段 の右端 の図は後外側 核の

外側方へ の投影 図で ある.

第5例 (Cat 42)

この例 にお ける傷 は左側 の後外側核 の前部 ない し

中央部 にあ り,断 面 ではその背側 部に位 置 し,斜 め

にや や細 長い.背 外側核 の腹 内側 部は電極針 によつ

て多少傷 害 されているが,背 内側核は まつた く傷つ

いて いな い.

大脳半球の断面 を前方か ら後方に追 うと,脳 梁 よ

りやや前方 の高 さでは十字 溝のす ぐ下 の前頭葉皮質

の背側端部にわずかの変 性線維が見 られ る.な お十

字溝 のす ぐ背側の皮質 に も多少の変性線維が見 られ

る.外 側面 皮質 では外側 回および前Sylvius上 回の

皮質 に少 数の変性線維 が認め られ,特 に後者 にやや

多い.脳 梁膝 の前端 部の高 さでは脳梁 と十字溝 との

間におけ る皮質 には変性線維は ほとん ど認め られな

いが,十 字溝 よ り背側 の皮質 には変性線維がやや増

加 する.外 側面皮質 では外側回お よび前Sylvius上

回には多少 の変性線維が見 られる.透 明中隔の中央

部 の高 さで は膨大溝 を取 り囲む皮質 および帯回の背

側端部 に著 明な変性 が見 られるが,そ れ らよ り背側

および腹側 の皮質部 では変 性線 維が少 ない.外 側面

では前Sylvius上 回皮質 では変 性は著 明であ るが,

外側 回ではその外側 部の皮質 のみに変性線維が多 く,

これ も内側方 に少 な くな る.こ の高 さで は前Sylvius

回の皮質 に少 数の変 性線維 が見 られ る.前 交 連の高

さでは帯回におけ る変性線維は一 般に少な く,膨 大

回で はほとん ど変性線維は見 られな くな る,外 側面
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皮質 では多少 とも変 性線維 が少 な くな る.ま た 前

Sylvius上 回で も前Sylvius上 溝 の内側堤 の皮質部

で変 性線維 は少 な くなる.視 交叉 の高 さでは帯 回皮

質 においては変性線維 はかな り少 ない.外 側面 では

中Sylvius外 回の背側端部 および前Sylvius回 の腹

側部の皮質 に少数の変性線維が見 られ るよ うになる.

さ らに後方 で傷の中央部の断面では帯回においては

少 数の変性線維はその背側端部の皮質に限局 して見

られ,外 側面では 中Sylvius上 回,こ とにその峰の

部分の皮質 に変性線維が多いが,外 側 溝 お よ び 中

Sylvius上 溝にか くれた 皮質部 には少 ない.ま た外

側回では外側溝の 内側堤皮質 にのみ著明な変性が見

られ る.こ の高 さで は中Sylvius外 回の背側端部皮

質で はや はり少数 の変性線維が見 られ るが,前Syl

vius回 皮質で は変性 は 認め られない.外 側 膝 状体

の中央部の高 さで は外側回 における変性線維 は非常

に減少 し,ま た 中Sylvius上 回の峰の部分において

も変性線維 がやや減少 する.後Sylvius外 回の後端

部の高 さで は帯回 の変性線維が腹側方 に広が り,影

大後野お よび海馬支脚後野 に散在性 に広が る.外 側

面で は中Sylvius上 回の峰の部分 の皮質 には多少変

性線 維が多 いが,他 の部分で は非常 に少な く,外 側

回 の外側端部 の皮質 における変性線維 も非常 に限局

性 となる.こ の前後 の高 さでは中Sylvius外 回背側

端 の皮質部 に変性 線維 が増 し,そ れよ り腹側 では変

性 線維 が散在する.上 丘 の後 部を通 る断面 では少 量

の変性線維 は膨大 後野および海 馬支 脚後野 よ りさ ら

に多少下方 に広 が る.外 側面 では外 側回皮質 には変

性 が見 られず,中Sylvius上 回の皮質 において も変

性 線維が少 な くな り,後Sylvius外 回 の皮質 では散

在 性の変 性線維 が腹側方に広 が る.下 丘 の前 端部を

通 る断面 では内側面では散在性の変性線維 はその腹

側部皮質 に限局す るよ うにな り,外 側面 では後Syl

vius上 回皮質 に変性線維が 散在性 に 広 が り,そ の

腹側端部で は変性線維がやや多い.後Sylvius上 回

後端部の高 さでは変性線維の分布は内側および外側

面 ともに腹側部皮質に限局す るようにな り,大 脳半

球後端で は変性線維 は認 められな くな る.

図5.　 Cat 42.説 明 は 図4と 同 じ.

以上の所見か ら大脳半球表面 にお ける皮質変性 の

分布を眺 めると,外 側面で は強 い変性域 は前Sylvius

上回 の後上部 か ら中Sylvius上 回の前部に かけて見

られ,ま たこれ に接 した外側回 の前部 の領域 でも強

い変性域が見 られ るが,後 方で は外側 回の外側端部

に限局 するよ うになる(分 野19).中 等度 の変性域
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は前Sylvius上 回 の強い変性域 の前方 の狭 い範 囲に

見 られ,ま た中Sylvius上 回の強い変性域 の後方 に

続 いて見 られるが,こ れは後Sylvius上 回 には達 し

な い.ま た弱 い変 性域は外側回におけ る強い変性域

の前方 および内側 に接 して認め られ,ま た中Sylvius

上回 の外側端 部および後端部および後Sylvius上 回

の中央部 および前部 に広が り,さ らに腹側方 に広が

るが,そ の下端部皮質で は中等度 の変性 を示す.中

Sylvius外 回の 背側端 部,後Sylvius外 回の 背外側

部および後端部で は弱 い変性域 が見 られ,特 に 中

Sylvius上 溝の後部に沿つ た狭 い 部 分 で は 中 等 度

の 変 性 域 が 見 られる.な お この例 で は 中Sylvius

上 回の変性域 と中Sylvius外 回な らびに外側回 の変

性域 とは続 かず,こ れ らの間 に断絶が見 られ る.ま

たこの例 で も前Sylvius回 に軽い変性域が見 られ る.

内側面 では変性域 はCat 45と は多少異な る.強 い

変性域 は膨大 溝の前端 部を取 り囲む皮質 部にあ るが,

非 常 に限局性 である.ま た この周 囲の変性域は弱 く,

強い変性域か ら多少前方 および背側方 に広 がるが,

主 として後方 に延 びる.背 側方 に広がつ た変性域 は

外 側回の変性域 と続 く.後 方 に続 く変性域 は帯 回の

背側部 および中央部を後方 に延 び,つ いで脳梁膨大

の後方 を後下方 に延 び,膨 大後野および海馬支脚後

野を下 り,つ いで後上方 に転 じて海 馬紡 錘回の上 部

に至 るが,大 脳 半球の後縁に は達 しない.

図6.　 Cat 54.説 明 は 図4と 同 じ.

第6例 (Cat 54)

この例にお ける傷は左側の後外側核 のほぼ中央部

にあ り,傷 の前部はほぼ後外側核の背 内側部 に限局

す るが,背 外側核および外側 中心核 にわず か波及 し

てい る.傷 はその中央部では後外側核 の中央部 から

内側部にかけてあ る.傷 の後端部は後外側核 の内側

部に限局す る.

大脳半球 の切片 を前 方か ら後方に追求す ると,脳

梁膝 よ りやや前方 の高 さでは膨 大溝の まわ りの皮質

には少数 の変性線 維が認め られ,背 側方に散在性 に

広 が り,外 側 回に近 づ くに したがつて多少増加す る.

外側 回皮質 では変性 線維が多 く,前Sylvius上 回の

皮質 に もかな りの変性 線維の分布が見 られ る.透 明

中隔の後端 部の高 さでは膨大 溝を取 り巻 く皮質お よ

びこれに接 した帯 回背側 部皮質 では変性 線維が増加

す るが,こ れ より背側 の皮質部 では変性線維 は非 常

に少ない.ま た外側回 における変性線維 も前 の切片

よ りやや減少す るが,中Sylvius上 回皮質 は強い変

性が存在す る.な お 中Sylvivs外 回皮質の背側端部

に散在性に変性線維が見 られ る.ま た前Sylvius回

皮質 に も変性線維 が散在する.傷 の中央部の断面で
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は帯回 の背側 部皮質 における変性線維は散在性 とな

り,膨 大溝 よ り背側 の皮質 には変性線維は認め られ

ない.外 側回皮質 における変性線維 も散在性 で,特

にその外側端部 にの み見 られる.中Sylvius上 回に

おいて も変性線維 はやや減少す るが,中Sylvius上

溝のまわ りの皮質を経て変性線維 は中Sylvius外 回

の背側端部の皮質 に広が る.外 側膝状体 の後端部の

高 さでは帯 回皮質 にお ける変性線維は散在性で ある.

外側回皮質 で は全 く変性が認 め られず,中Sylvius

上回皮質は中等度の変性を示 して いる,後Sylvius

外回 の背側端 部皮質 では変性線維 は比較的多いが,

腹側方 に減少 す る.後Sylvius上 回の前端部の高 さ

では内側面 における変性 は帯回か ら後下方 に広 が り,

膨大後野お よび海馬支脚 後野か らさらにやや腹 側方

に広が る.外 側面で は後Sylvius上 回の皮質 に疎な

変性線維が広 く広が る.し か しその腹側端部で は変

性線維の分布がやや密で ある.大 脳半球 の後端 に近

づ くに したがつて変性線維 は内側面で はその腹側部

皮質の狭い範囲に限局 し,ま た外側面で も後外側回

の下部皮質の狭い範囲に散在す る.

図7.　 Cat 54.大 脳 半 球 横 断 面 模 写 図. Nauta-Gygax染 色.

大脳半球表面 におけ る皮 質変性の分布を観察する

と,外 側面 における強い変性域は前Sylvius上 回 の

後上部か ら中Sylvius上 回の前部にか けてあ り,ま

た外側回の前端部か ら後方に向つてそ の外側端部 に

か けて強い変性域が見 られ る(分 野19).こ れ らの

変性域の周囲には 中等度の変性域が取 り囲んでい る.

なお中Sylvius上 回の後部では中等 度の変性域がや

や広範 囲に見 られ る.後Sylvius上 回の後 背側端 部

以外 では弱 い変性 域が認め られ る.後Sylvius上 回

の下端部 か ら弱 い変性域 が後外 側回の下部 に延 び る.

後Sylvius上 回の下端部 には中等度の変性 域 が限局

性 に認 め られる.な お この例 では中Sylvius外 回の

背側端部 に弱い変性域が認 め られ,こ れ に続 く後

Sylvius外 回 の背側端部 には中等度 の 変性域が 見 ら

れ る.こ れ は後下方に広 がつ て後Sylvius外 回の後

上部にお ける弱い変性域 に続 く.な お前Sylvius回

の皮質 には弱い変 性域があ り,こ れは多少後Sylvi

us回 に延 びてい る.内 側面 の前部では 皮質 変 性 の

分布 は第5例 とほぼ同様で,膨 大溝の前部の まわ り

の皮質 には強い変 性域が限局性に認め られ るが,そ

の前方,背 側 および腹側 には弱い変性域があ り,特

に背側 の変 性域は外側回におけ るそれ と続 く.後 方

に強い変性域 は弱い変性域 に続 き,帯 回の背側 部を

後方に延び,つ いで脳梁膨大の後方で後腹側方 に屈
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曲して膨大後野および海馬支脚後野からさらにやや

腹側方に広がり,つ いで後背側方に延び,大 脳半球

の後縁で外側面の弱い変性域と続 く.

図8.　 Cat 49.説 明 は 図4と 同 じ.

第7例 (Cat 49)

この例では傷はかなり大きく,左側の後外側核の

後部にあり,後 方は後外側核の範囲を越えて一部内

側枕核の腹外側部を傷つけている.断 面では傷は後

外側核の内側部から外側部にかけてあり,横 にやや

細長い.外 側中心核および膝上核をわずか傷つけて

いるが,背 外側核は傷害されていない.

大脳半球の切片を前方より後方に追うと,外 側溝

の前端の高さでは外側回の内側部皮質に少数の変性

線維が見られ,後 方に行くにしたがつてこれらの変

性線維は外側回に続いた内側面皮質にも広がるよう

になる.尾 状核の前部の高さでは帯回およびその背

側に接した膨大回の部分の皮質にも散在性の変性線

維が見られ,両 回の皮質変性は膨大溝のまわりの皮

質を通じて続く.外 側面皮質では外側回にやや多数

の変性線維が見られ,ま た前Sylvius上 回の皮質に

も中等度の変性が見られる.し かし両回の変性は外

側溝を取り囲む皮質を経て続かない.尾 状核の後端

部の高さでは膨大溝を取り巻く皮質および帯回の背

側部皮質に散在性の変性線維が認められる.外 側回

では外側溝の内側 堤をなす皮質 に変性線維が非常に

多 くな り,ま た中Sylvius上 回 の皮質 のほ とん ど全

域 に多数の変性線維が見 られ,こ れ らは さ ら に 中

Sylvius外 回の背側端部皮質に 散在性 に広 が る.な

お前Sylvius回 の腹側部皮質 には散在 性の変 性線維

が認 め られる.傷 が最大 の大 きさを示 す断面 では内

側面 においては膨大溝 のまわ りの皮質 および帯回の

背側 部皮質 には強い変性線維 の分布 が見 られ,そ れ

よ り背側 および腹側の皮質で はご く小範 囲に散在性

に変性線維が見 られ る.外 側面 では外 側回の外側端

部皮質 および中Sylvius上 回の皮質 の全域 に強い変

性が見 られ,両 皮質部の変性 は外側溝 を取 り巻 く皮

質を通 じて続いてい る.外 側膝状体 の後端部 の高 さ

で は内側面皮質で は帯回の背側部皮質 に弱 い変性 が

見 られ るのみで,外 側面皮質で は外側回 の外側端部

お よび中Sylvius上 回の皮 質にお ける変性線維 はや

や減ず る.中Sylvius外 回の背側端部では変性線維

はやや多いが,そ れよ り腹 側方 に変性線維が減ず る.

後Sylvius外 回の後端部 の高 さでは,内 側面皮質で

は帯回皮質 におけ る散在性の変性線維 は腹側方 に広

が り,膨 大後野および海馬支脚後野 からさらにやや

腹側方に広 がる.外 側回では ほとん ど変性線維 は消

失 し,中Sylvius上 回には中等 度の変性が見 られ,
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後Sylvius外 回ではかな り広い範 囲に変性線維 が散

在す る.な お この付近 の高 さでは中Sylvius上 溝の

底の部分の皮 質で は変性線維 を欠 く.後Sylvius上

回の中央部の高 さで は内側面 において は変性 は腹側

端部の狭い範囲の皮質 に限局 するよ うになる.外 側

面で は後Sylvius上 回の皮質 に散在性 の変性線維 が

広 く広が り,特 にその腹側端部 でやや変 性線維 が多

い.大 脳半球の後端部 に近づ くに したがつて変性線

維は 内側面お よび外側面 と もに腹側部 の皮質 に限局

す る.

大脳半球表面にお ける皮質変性 の分布 を全体 とし

て観察す ると,最 も強 い変性域 は中Sylvius上 回の

後端部を除 く大部分 およびそれ に接 した外側回 の外

側端部 に見 られ る.中 等度 の変性域 は これ らの変性

域の前方お よび後方,す なわち前Sylvius上 回の後

上端部 および中Sylvius上 回の後端部な らび に外側

回の前端部お よび外側回の後部 の外側端部 に見 られ

る(分 野19).ま た中Sylvius外 回の背側端部 にも

中等度の変性域が狭 い範囲 に見 られ る.弱 い変性域

は中Sylvius外 回の背側端 部か ら後Sylvius外 回の

後背側部に至 る領域 に見 られ,ま た後Sylvius上 回 の

後背側周辺部を除 く大部分 に認 め られ,そ の下端部

の皮質では 中等度の変性を示す.弱 い変性域 は後方

では背外側方 に延び,後 外側回の腹側部 に達す るが,

内側面皮質の変性域 とは続 かな い.な お前Sylvius

回の腹側部に は小 さい弱い変性域が認 められ る.内

側面皮 質では強い変性域 は帯野の後部に見 られ,さ

らに膨 大溝を取 り巻 く皮質を通 じて一部膨 大回に も

及んでいる.弱 い変性 域は膨 大溝の前端 部を取 り巻

く皮質 部か ら一方 では前上方に広 が り,外 側回の変

性 域 と続 き,他 方では ここか ら後方に延 び,強 い変

性 域の周 囲を取 り囲みつつ さらに後下方 に広 が り,

大脳半球 の後端 部に近 づ くに したがつてその腹側部

に限局 する点 は前述 の諸例 と同様 である.こ の例 で

は前の例 よ りも強い変性域 はやや 後方 に偏 つ て い

る.

総 括 と 批 判

背外側核の全体 としての皮質投射域 は大脳半球外

側面 においては中Sylvius上 回か ら後Sylvius上 回

の中央部 および前部 から下方 に延 び,つ いで後上方

に延 びて後外側回 の下 部か ら内側面皮質 に続 く.な

お中および後Sylvius外 回の背側端部 にも広が る.

内側面で は帯 回の前 部か ら中央部,後 部 に延 び,膨

大溝 に沿つて 後下方,さ らに下方 に延 び,つ いで 後

上方 に延びて外側面の変性域 に 続 く(Cats 15, 5,

 37).し か し強い変性域 は例 によつて 変 動 し,背 外

側核の前部の傷で は最 も強い変性 域は中Sylvius上

回,こ とにその前部 と中央部 にあり,内 側面 では帯

回の中央部にあ る(Cat 15).背 外側核の 後 部 に あ

る傷では最 も強い変性域 は中Sylvus上 回の 後半 か

ら後Sylvius上 回に延び る.内 側面で は帯回 の後部

か ら下方 に広 がる(Gat 5).こ の ような 所見 は背外

側核 の皮質投 射は前後の方向に局在があ ることを示

唆する.な お背外 側核は中および後Sylvius外 回の

背側端 部に も投射 するが,こ れ も背外側 核の前 部の

傷で は前部 の変性域 は前方 に 偏 り(Cat 15),背 外

側核 の後部 の傷で は後方 に偏 る(Cat 5).し たがつ

て この投射 につ いて も前後 の方 向において局在 関係

が あることが暗示 され る.し か しここで注 目す べき

ことは背外側 核に傷 を有す るいず れの例 において も

その皮質投射域 の範 囲はほぼ一定 し,そ の強 い投射

域の みが背外側核 のなかの傷の部位 によつて変動す

るので,そ の意味で背外側核 は一定の皮質領域 に汎

性投射 をなす と言 いうる.こ の ように背外側核が一

定 の皮質領域 に対 して解剖学的 に汎性 投射をなす こ

とは機能的 に重要な意味が あるもの と考え られ る.

以前 は背外側核 は皮質 に投射せず,後 外側核のみ

が皮 質投射をす ると考 え られ て い た が(Clarkと

Boggon3), Ransonら22)),大 脳半球外側面皮 質 の半

側剥離 によつて背外側核および後外側核がかな り強

い変性 を示 す ことが知 られ(Walker30)33), Waller34),

 Papez19), HirasawaとOkano8),金 谷9)),背 外 側核

も当然皮質に投射す ることが考え られ る. Walker32)

はサルでは背外側核の皮 質投射域 はSylvius溝 の上

堤に沿つた,頭 頂内溝の先 端の下 にある領域 である

と言 つてい るが, CrouchとThompson5)は 背外側

核 の投 射域は中心前,中 心 後および上前頭回 である

と言 つている. NautaとWhitlock15)はNauta法 を

用 いて ネ コの背外側核 の皮質投射 を追求 して,こ の

核 はSylvius上 回 に投 射す ると言 つてい る. Akimo

toら1)は ネコで逆行 性 変 性 法を用いて研究 し,背

外側核 は頭頂 後頭野 とその内側野 と結合す ると言 う.

最近NiimiとSprague16)は ネコで逆行性変性法を

用 いて研究 し,背 外 側核 は中および後Sylvius上 回

の剥離 によつ て変性 すると言つて いる.こ れ は著者

のNauta法 によ る所見 とほぼ一致す る.金 谷9)は

イヌの大脳半球 の外側面皮質剥離例で背外側核 の内

側部 および腹 内側部 の変性が多少弱い と言つてい る.

著者 の例で は後外側核の皮質投射域 は全体 と して
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背外 側核のそれ とほぼ一致 するが,多 少の相違 が認

め られ る.す なわ ち前Sy1vius上 回の 中央部,後 上

部か ら中Sylvius上 回,さ らに後Sylvius上 回(そ

の後上 部を除 く)か ら下 方 に延 び,つ いで後外 側回

の下端部 を後上方 に延びて 内側面 の投射域 に続 く.

内側面 では帯 回の前部,中 央部 および後部 か らさ ら

に下方 に広 が り,つ いで後上方 に延 びて外側面 の投

射域 と続 く.そ の ほか背外側核 と同様,中 および後

Sylvius外 回の背側端部 にも広 がる.後 外側核 の投

射域 が背外 側核の それ と異 なる点 は後外側核 の投 射

域 は分野19を 含み,さ らに前Sylvius上 回 に及 ぶ こ

とで ある.す なわ ち外側回 ではその前部 に変性 域が

あ り,後 方 に行 くにしたがつて外側方 に限局 され,

外側 溝に沿つてその 内側堤皮質 に限局 するよ うにな

る.ま た背外側核 と異な り,後 外側核 の内側面投射

域 は膨 大溝前端付近 の投射 域か らさ らに前上方 に広

が り外 側回の投射域 と続 く.こ の部 に分 野19お よび

分野17の 一部が含 まれ る.ま た膨大回 の後下 部の腹

側 では背外 側核の傷害の場合 よ り多少 とも変性 域が

よ り背側方に広が り(海 馬紡錘回 の 上 端 部),こ の

領域 も一部分野19を 含む ものと思 われ る.

以 上は後外側核の全体 として の投射域 であるが,

後外 側核に傷があ る場合 に最 も強 い変性を示す領域

は比 較的限局的で,外 側面 では前Sylvius上 回 の中

央 と後上部 と中Sylvius上 回お よびこれ に接 した分

野19の 部分,な らび に膨大溝の前部を取 り囲 む皮質

にあ り,こ れ らの部 にお いて も後外側核 の傷 の部位

によつて強い変性 域 は変動 する.す なわ ち後外 側核

の前端 ない し前部の傷で は 強い変性域 は前Sylvius

上回 の中央 と後上部 および中Sylvius上 回の前 部,

な らび に そ れ ら の内側に位す る外 側回における分

野19の 部分 にあ り(Cat 45),傷 が 後外側 核の 前 部

な い し中央部 にあ る例では強い変性域 はそれ より多

少後方 にずれ る(cat 54).傷 が後外側核の 後 部 な

い し後端部 にあ る例では強い変性域 は中Sylvius上

回の前端部 か ら後部に至 る部分な らび にその 内側 に

位す る分野19の 部分 にある(Cat 49).

内側面皮質 におけ る最 も強い変性域 は,傷 が後外

側核の前端部 ない し前 部にあ る例では膨大溝の前端

ない し前端部 を囲 む皮質 に あ り(Cat 45),傷 が後

外 側核 の前部 ない し中央 部にあ る例では強い変性域

は膨大 溝の前端部を 囲む皮 質 に あ り(Cat 42),傷

が後外 側核 の中央部 にあ る例では 内側面 にお ける強

い変性 域はそれ よ りもやや後方 にずれ,膨 大溝の前

部 を囲む皮質 にある(Cat 54).傷 が 後 外 側核の後

部 ない し後端部にあ る例では強 い変性 域は膨大溝 の

中央部を囲む皮質 にある(Cat 49).し た が つて 内

側面,外 側面 とも強い変性域 は傷 が前方か ら後方 に

移動 す るにつれて後方 に移動 する.す なわ ち後外側

核 の強い皮 質投射 には前 後の方 向にお ける局在関係

があ ることが知 られ る.な お背外側 核にお ける場合

と同様に,後 外 側核 の皮質投 射域はいずれ の例 にお

いて も全体 として ほぼ 同様で,強 い変性 域のみが後

外 側核にお ける傷 の部位 によつ て変動 す る.す なわ

ち後外 側核 は一定の皮質領域 に対 して解 剖学的に汎

性投 射をす ることが知 られ る.な おすべての後外 側

核傷 害例で は背外 側核傷 害例 と異 な り,後Sylvius

上 回および帯回の大部分では常 に弱い変性 のみが認

め られる点 が注 目され る.ま た後外側核を傷害 した

すべての例 で前Sylvius回 の限局 した皮質部 に軽 い

変性 域が認め られ る.こ れは垂直に電極を挿入 した

例 で も(Cat 45),ま た反対 側か ら斜 め に挿入 した

例 で も(Cats 42, 54, 49)認 め られ る の で,電 極

の挿入 による影 響 とは考 えがたい.

従来 か ら後外側 核は大脳半球外 側面 の半側剥離 に

よつ て強 く変性 するこ とが知 られてい る. Walker30)

のよ うに後外側核 の内側 部で変性 が強い とい う報告

もあるが,む しろ変性 は外側 部で強 く内側部でやや

弱 いとい う方 が 一 般 的 で あ る(金 谷9), Niimiと

Sprague16)). ClarkとBoggon3)は 後外 側核 は サ ル

で は強い皮質結合 を有 し,特 に頭 頂皮 質(分 野5,

 7)に 投射 する と言つ ている. CrouchとThompsom5)

はMarchi法 を用 いて追求 し,後 外 側核は中心溝の

まわ りの皮質 と結合 するほか,角 回 と,一 部上側頭

回 と結合 すると言 う.ネ コではWallerとBarris35)

は逆行性変性法 を用 いて研究 し,外 側核 は中Sylvius

上回 の前部 と結合す ると言 う. Akimotoら1)は ネコ

で後外側核 は前頭野 と内側表面 に投 射す ると言 う.

 NiimiとSprague16)は やは り逆 行 性 変 性 法を用い

て,ネ コの後外側核 は前,中 および後Sylvius上 回

に投射 し,特 に後外側核 の背外側部 および外 側部は

前 および中Sylvius上 回に,そ の腹外 側部 は後Syl

vius上 回に分布する と言 う.著 者 の 後 外 側 核の破

壊例 の所見 から後外側核 の皮質投射 に腹背 および内

外 の関係で は局在 関係 を明 らかに しえなかつたが,

前後 の方 向で は明らかな局在 関係 を有 する ことを認

めた.

背外側核 と後外側核 の皮質投 射域 はその部分にお

いて,互 いに重 な り合 うが,後 外側 核のみの投射域

と して注 目され るのは分野19で ある.従 来 後外 側核
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が分野19に 投射す る ことを証 明 した研究者は見 当ら

ない. ClarkとBoggon3)は サルで 後外 側核は 分野

5, 7に 投射 し,視 床枕 のpdは 分野18,ま た は分

野19に 投射す ると言 う.

結 語

著者 はネ コの背外 側核お よび後外側核の定位的破

壊 によつて起 る軸索 変性 をNauta-Gygax法 によつ

て鍍銀 した連続切片 標本で追求 し,つ ぎのような結

論を得 た.

1. 背外側 核は中および後Sylvius上 回,後 外側

回の下部,前 辺縁野の後端部,後 辺縁野,海 馬支脚

後野 および海 馬紡錘 回に広 く投射す る.し か し背外

側核 の部位 によつ て強い皮 質投射域 は変動 し,背 外

側核 の前部 は前述 の投射皮質の前部に豊富 に投射す

るが,背 外 側核の後部は これ らの皮質の後部 に主 と

して投射 する.こ の ことは背外 側核の皮質 投射は本

質 的には前 後の方 向に局在関係を有す ることを示す.

2. 後外側 核の皮質投射域 は背外側核 のそれ のほ

か,前Sylvius上 回の後上部およ び外側回前外側部,

すなわ ち分野19も 含 まれ る.し かし強 く投射す る領

域 は前および 中Sylvius上 回および これ に近接 した

分野19の 部分,な らびに膨大溝前部 のまわ りの皮質

に限局する.さ らに後外側核の特 に強 く投射 する領

域 はその核 の部位によつて異な る.す なわ ち後外側

核 の前部 は豊 富に これ らの領域の前部 に投射 し,こ

れ に反 してその核の後部は これ らの領域の後部 に強

く投射す る.す なわち特に強い後外側核 と皮質 との

結合 には前 後の方 向に局在関係があ ることが知 られ

る.後 外側 核に傷 を有す るすべての例 において,前

Sylvius回 の限局 した皮 質部に軽い 変性 が 見 られ る.

3. 特 に ここで注 目すべ きことは,背 外側核お よ

び後外側 核は一定 のかな り広い皮質領域に解剖学的

に汎性 に投射 する ことであ る.し か しその強い投 射

には前 後の方 向にかな り明瞭な局在関係があ る.

稿 を終 えるにあたつて懇切な御指導 と御校閲を戴

いた恩師 新見教授 に心か ら感謝 します.

略 字 説 明

Cl　 外側 中心核

Ld　 背外側核

Lp　 後外 側核

Pm　 内側枕 核

Sg　 膝上核

Vl　 外腹側 核
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An Experimental-Anatomical Study on the Cortical Projection of 

the Lateral Group of Thalamic Nuclei in the Cat

By

Hiroyasu INOSHITA

The Third Department of Anatomy, Okayama University Medical School

(Director: Prof. Kahee Niimi)

The axon degeneration following lesions in the dorsal lateral and posterior lateral thalamic 
nuclei of the cat was traced in serial sections impregnated by the Nauta-Gygax method. The 
following conclusions were drawn.

1. The dorsal lateral nucleus projects diffusely to the cortex of the middle and posterior 
suprasylvian gyri, the lower part of the posterolateral gyrus, the anterior and posterior limbic 
regions, the postsubicular area and the hippocampal fusiform gyrus. However, the severely 
degenerating cortical areas vary with the site of the lesions in the lateral dorsal nucleus.

 The anterior part of the dorsal lateral nucleus projects profusely to the anterior part of the 
above-mentioned cortex, while the posterior part of the nucleus has strong projection to the 

posterior part of the cortex. This indicates that the cortical projection of the dorsal lateral 
nucleus is organized essentially in a topical manner in the anteroposterior direction.

2. The cortical projecting area of the posterior lateral nucleus corresponds roughly to 
that of the dorsal lateral nucleus. In addition, it includes the anterior suprasylvian gyrus 
and the anterolateral part of the lateral gyrus, area 19. The heavily projecting areas, however, 
are limited to the anterior and middle suprasylvian gyri and the adjacent part of area 19 in 
the lateral gyrus, as well as the cortical part around the anterior part of the splenial sulcus.

 Moreover, the heaviest cortical projection of the posterior lateral nucleus to these cortical 
areas is organized in a topical manner in the anteroposterior dimension. The anterior part of 
the posterior lateral nucleus projects most profusely to the anterior part of the heavily proje
cting areas, while the posterior part of the nucleus has the most massive projetion to the 

posterior part of the areas. In all cases with lesions in the posterior lateral nucleus slight 
degeneration is found in the limited cortical part of the anterior sylvian gyrus.

3. It should be mentioned that the dorsal lateral and posterior lateral nuclei have diffuse 

projection to certain cortical areas, collectively called the association cortex, though their 
heavy projections are organized in a topical manner in the anteroposterior dimension.


